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　近年，引きこもりやニートといった大人になれない

若者が増えていることが指摘されている（山田・宮下，

2007）。子供・若者白書（内閣府，2015）によると，

平成26年時の30歳未満の人口3512万人に対し，若者無

業者，いわゆるニートは56万人で人口の2.1％を占め

ている。さらに，若者の意識に関する調査（ひきこも

りに関する実態調査）（内閣府，2010）によると，広

義のひきこもりは69.6万人存在すると言われている。

次世代を担う若者のこのような問題は，働き手の不足

にもつながるため，大きな社会問題となっている。

　ひきこもりやニート増加の心理的背景として，青年

期の自立との関連が指摘されている（斎藤，2003）。

Havighurst（1953，荘司訳　1995）は，自立の獲得

は青年期における重要な発達課題の一つであると述べ

ている。特に大学生は，自己決定や行動のあり方といっ

た心理的な面において，より自立した状態を求められ

る時期である（山田・宮下，2010）。

　高坂・戸田（2003）は，青年期における心理的自立

を「青年期において適応するために必要な心理・社会

的な能力を有した状態」と定義し，行動，価値，情緒，

認知の 4 側面に分類している。行動的自立とは「自ら

の意思で決定した行動を自分の力で行い，その結果の

責任を取ることができるようになること」，価値的自

立とは「行動・思考の指針となる価値基準を明確に持

ち，それに従って物事の善悪，行動の方針などの判断

を下すことができるようになること」，情緒的自立と

は「他者との心の交流をもつとともに，感情のコント

ロールができ，常に心の安定を保つことができるよう

になること」，認知的自立とは「現在の自分をありの

ままに認めるとともに，他者の行動，思考，立場およ

び外的事象を客観的に理解・把握することができるよ

うになること」である。

　大学生の精神的自立に影響を与える要因として，両

親の養育態度（高富・桂田，2011）や母子間の甘え・

甘やかし（長，2002），家族機能（高坂・戸田，2005）

等，親子関係が多く取り上げられている。近年，共働

き世帯の増加や女性の社会進出など，働く女性が増え

てきてはいるが，現在に至っても子育ての多くを母親

原著

母親に対する甘えが大学生の精神的自立に及ぼす影響

緒　方　南　奈1）・徳　田　智　代2）・原　口　雅　浩2）

要　　約

　本研究では，母親に対する甘えが大学生の精神的自立に及ぼす影響について，母親の養育態度を踏

まえて検討する。研究 1 では，大学生と大学院生89名を対象に質問紙調査を行った。その結果，現在

の「相互依存的甘え」は精神的自立の「適切な対人関係」にプラスの影響を及ぼし，現在の「屈折し

た甘え」は，精神的自立の 「価値判断・実行」にマイナスの影響を及ぼしていた。特に，母親に対し

て素直に甘えを表現し，うらみすねみといった気持ちを持たない人は，精神的自立ができることが分

かった。また，母親の過保護な養育態度は，精神的自立にマイナスの影響を及ぼしていた。研究 2 で

は，大学生と大学院生108名を対象に，甘えと精神的自立について自由記述式の質問紙調査を行った。

その結果，子どもの甘えに対して，母親が一貫して子どもの甘えを受け入れる態度をとることが， 「自

立できる甘え」にとって重要であることが示唆された。

キーワード：母親に対する甘え，精神的自立，母親の養育態度

1）久留米大学大学院心理学研究科
2）久留米大学文学部心理学科



－10－

母親に対する甘えが大学生の精神的自立に及ぼす影響

が担っているのが現状である（窪田，2000）。篠原・

原崎（2004）でも，子育ての中心は母親であったと感

じている人が多いことが示されている。これらのこと

から，特に関わりが多い母親との関係に焦点を当てて

研究を行う必要があると考えられる。

　土居（2001）は，甘えを「対人関係において，相手

の好意をあてにして振舞うこと」と定義し，子どもの

頃の母子間での甘え経験が自立にとって重要であると

述べている。また，土居（2001）のいう甘えには，「健

康で素直な甘え」と「屈折した甘え」がある。健康で

素直な甘えとは，相手との相互的な信頼を軸にした甘

えであり，屈折した甘えとは，一方的な要求の形をとっ

た自己愛的な甘えである。斎藤（2003）は，日本人に

とって望ましい親子関係は，互いに甘え，甘やかす関

係であり，甘え上手になることが日本人にとっての自

立モデルであると述べ，これを「親孝行モデル」と呼

んでいる。さらに角野（2002）は，自立するためには，

子どもからの自立するための甘えと，親からの自立さ

せるための甘やかしの両面が必要であると述べてい

る。子どもの心理的自立を促すためには，親の自信あ

る養育態度が重要であり（高富・桂田，2011），過保

護や過度な甘やかしのような行き過ぎた母親の養育行

動が，子どもの積極性や自立性にマイナスの影響を及

ぼす（戸田，2006）。一方，幼少期に両親から大切に

育てられた人は，屈折した甘えの傾向が低い（篠原・

原崎，2004）。

　これらのことから，母親に対して「健康で素直な甘

え」を表現すること，さらに子どもの甘えに対する母

親の適切な甘やかしが，精神的自立に影響していると

考えられる。

　精神的回復力（レジリエンス）とは，「困難な状況

において苦痛を感じながらも，その後の適応的な回復

を導く心理的な特性」（小塩・中谷・金子・長嶺，

2002）である。橋本・荒木（2011）は，レジリエンス

が高いと，自立も高く，両親との関係や友人関係も親

和的になることを示している。また葛西・藤井（2013）

は，レジリエンス形成に影響を与える要因として両親

の養育態度を取り上げ，両親の受容・支持的対応やほ

めるしつけが子どものレジリエンスに影響しているこ

とを示している。これらのことから，精神的自立に影

響を及ぼす要因として精神的回復力についても検討を

行う。その際，母親の養育態度や母親に対する甘えと

精神的回復力の関係についても検討する。

　以上のことを踏まえ，本研究では母子関係に注目し，

母親に対する甘えが大学生の精神的自立に及ぼす影響

について明らかにすることを目的とする。さらに，精

神的自立への影響要因として，母親の養育態度と精神

的回復力も含め検討する。その際，影響要因間の関連

についても明らかにする。

研究 1 ．母親の養育態度，母親に対する甘え，

　　　　　  精神的回復力，精神的自立との関連

目　的

　過去に母親から受けた養育態度と母親に対する甘

え，現在の母親に対する甘えと精神的回復力および精

神的自立の関連について検討する。本研究では，図 1 

のような影響関係があるという仮説を立てた。

方　法

調査協力者

　大学生と大学院生89名（男性28名，女性61名）を対

象に調査を行った。平均年齢は20.6歳（SD ＝1.95）

であった。

手続き

　調査は質問紙法によって行った。講義中に一斉に配

布・回収を行った。

質問紙の構成

　フェイスシート　性別，年齢，学年，現在の住まい

（実家，1 人暮らし，寮・下宿，その他），幼少期から

16歳までの家族構成，幼少期から16歳までの母親の職

図 1 ．甘えと精神的自立の影響関係
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業（会社員，自営業，専門職，公務員，専業主婦，パー

ト・アルバイト，その他）を尋ねた。

　Parental Bonding Instrument（PBI） 日 本 語 版　

Parker, G., Tupling, H., ＆ Brown, L.B.（1979）が

作成した尺度を小川（1991）が日本語訳したものを用

いた。養護に関する13項目，過保護に関する12項目

の 2 因子25項目からなる。これらについて，「非常に

そうだ」から「全く違う」までの 4 件法で回答を求め

た。

　多元的「甘え」尺度　玉瀬・相原（2004）が作成し

た尺度を用いた。甘え希求に関する 4 項目，甘え受容

に関する 4 項目，甘え歪曲に関する 4 項目，甘え拒絶

に関する 5 項目の 4 因子18項目からなる。また，甘え

希求と甘え受容を合わせて相互依存的甘えとし，甘え

歪曲と甘え拒絶を合わせて屈折した甘えとしている。

本研究では，各項目の対象となる人物を全て「母」に

変更して使用した。その際，甘え受容因子の「友達が

将来どの職業につくべきか迷っているときは，自分が

相談にのってあげたい」という項目は，本調査には不

適切と判断し，削除した。これらについて，「とても

あてはまる」から「全くあてはまらない」までの 4 件

法で回答を求めた。

　精神的回復力尺度　小塩・中谷・金子・長嶺（2002）

が作成した尺度を使用した。新奇性追求に関する 7 項

目，感情調整に関する 9 項目，肯定的な未来志向に関

する 5 項目の 3 因子21項目からなる。「はい」から「い

いえ」までの 5 件法で回答を求めた。

　心理的自立尺度　高坂・戸田（2006）が作成した尺

度を用いた。価値判断・実行に関する 7 項目，自己統

制・客観視に関する 7 項目，現在把握・将来思考に関

する 5 項目，適切な対人関係に関する 5 項目，社会的

知識・視野に関する 5 項目の 5 因子29項目からなる。

「非常にあてはまる」から「全くあてはまらない」ま

での 7 件法で回答を求めた。

結　果

 1 ．調査協力者の属性

　表 1 は，本研究の調査協力者の属性をまとめたもの

である。現在の住まいは，実家と一人暮らしがほぼ同

数であった。幼少期の家族構成に関しては，二世代同

居が 8 割を占めていた。幼少期から16歳までの母親の

仕事に関しては，仕事をしていた人が 7 割を占めてい

た。

 2 ．精神的自立モデルの検討

　精神的自立モデルについて検討するために，パス解

析を行った。図 2 は，相互依存的甘えと精神的自立の

影響関係である。GFI ＝ .99，AGFI ＝ .94，CFI ＝1.00，

と高い適合度が得られた。パス係数については，過去

の相互依存的甘えから現在の相互依存的甘え，過保護

から適切な対人関係のそれぞれのパス係数は .76と

-.43，現在の相互依存的甘えから適切な対人関係のパ

ス係数は .24で有意であった。過保護から過去の相互

依存的甘えおよび現在の相互依存的甘えと感情調整，

現在の相互依存的甘えから感情調整，感情調整から適

切な対人関係のそれぞれのパス係数は有意でなかっ

た。図 3 は，屈折した甘えと精神的自立の影響関係で

ある。GFI ＝ .99，AGFI ＝ .95，CFI ＝1.00，と高い

適合度が得られた。パス係数については，養護から過

去の屈折した甘え，過去の屈折した甘えから現在の屈

折した甘え，現在の屈折した甘えから価値判断・実行

のそれぞれのパス係数が -.43，.71，-.39，養護から新

奇性追求のパス係数が .26で有意であった。養護から

表 1 ．調査協力者の属性

図 2 ．相互依存的甘えと精神的自立の影響関係
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現在の屈折した甘えと価値判断・実行，現在の屈折し

た甘えから新奇性追求，新奇性追求から価値判断・実

行のそれぞれのパス係数は有意でなかった。

 3 ．甘えと精神的自立についての検討

　甘え希求，甘え歪曲の得点を用いて K-Means 法に

よるクラスター分析を行った。その結果，4 クラスター

に分類された。表 2 は，各クラスターの平均と標準偏

差である。第 1 クラスターは，甘え希求と甘え歪曲が

ともに低かったため，LL とした。第 2 クラスターは，

甘え希求と甘え歪曲がともに高かったため，HH とし

た。第 3 クラスターは，甘え希求は高く甘え歪曲が低

かったため，HL とした。第 4 クラスターは，甘え希

求と甘え歪曲が平均であったため，MM とした。

　次に，クラスター間の精神的自立の差を検討するた

め分散分析を行った。その結果，クラスター間の精神

的自立に有意傾向が見られた（F（3,85）＝2.62，p ＜ .10）。

Tukey の HSD 法の結果，HL は MM よりも精神的

自立が高かった（MSe ＝425.5，5％水準）。

 

表 2 ．各クラスターの平均と標準偏差

考　察

　母親に対する甘えと精神的自立の影響関係から，母

親の養護的な養育態度が，母親に対する屈折した甘え

に負の影響を及ぼしていることが分かった。篠原・原

崎（2004）は，両親の中でも幼少期の関わりは母親が

主であったこと，幼少期に親から大切に育てられた子

どもは屈折した甘えが低減することを示している。こ

のことから，幼少期に母親から大切に育てられた子ど

もは，母親からの愛情に十分満足した結果，母親に対

してうらみすねみといった歪曲した甘えを感じなくな

ると考えられる。さらに，母親からの愛情を感じてい

るということは，母親との信頼関係が十分構築されて

いると考えられるため，母親からの甘えも受け入れら

れるのではないかと考えられる。

　一方，過保護的な養育態度は相互依存的な甘えに影

響を及ぼさず，直接精神的自立に影響を及ぼす結果と

なった。戸田（2006）は，過保護や過度な甘やかしの

ような行き過ぎた母親の養育行動が，子どもの積極性

や自立性にマイナスの影響を及ぼすことを示唆してい

る。本結果は，戸田（2006）の結果を支持するもので

あると考えられる。これらの結果から，母親の養育態

度の中でも，甘えに影響を及ぼしているのは養護的な

養育態度であることが示唆された。

　甘えと精神的自立に関しては，相互依存的な甘えは

適切な対人関係に正の影響を，屈折した甘えは価値判

断・実行に負の影響を及ぼしていることが分かった。

また，甘えの中でも，母親に対して素直に甘えること

ができ，うらみすねみといった気持ちを感じていない

人は，精神的自立が高まることが分かった。長（2002）

の研究では，甘えが高く甘やかしが低い群は，依存欲

求と独立欲求の差が小さく，最も自立していた。この

ことから，精神的自立には，健康的な甘え，特に素直

に甘えを表現できることが重要であると考えられる。

　斎藤（2003）は日本人の自立モデルは親孝行モデル

であり，甘え上手になることが重要であると述べてい

る。親孝行モデルは，子どもから甘えること，甘えに

対して親が甘やかすことで成り立つ。また，角野（2002）

は，自立するためには，子どもからの自立するための

甘えと，親からの自立させるための甘やかしの両面が

必要であると述べている。

　研究 1 では，母親に対する甘えについて検討してい

るが，母親からの甘やかしについての検討は行ってい

ない。精神的自立をするためには，子どもの甘えに対

する母親の対応について明らかにすることが必要だろ

図 3 ．屈折した甘えと精神的自立の影響関係
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う。そのため，研究 2 では，甘えに対する母親の対応

も含めて，甘えと精神的自立との関連について検討す

る。

研究 2 　甘えと精神的自立の関連

目　的

　母親に対する甘えと甘えに対する母親の対応，精神

的自立の関係について検討する。

方　法

調査協力者

　大学生と大学院生108名（男性34名，女性74名）を

対象に調査を行った。平均年齢は19.9歳（SD ＝1.06）

であった。

手続き

　調査は質問紙法によって行った。講義中に一斉に配

布・回収を行った。

質問紙の構成

　フェイスシート　性別，年齢，学年を尋ねた。

　多元的「甘え」尺度　研究 1 で使用した尺度のうち，

本研究では，甘え希求に関する 4 項目，甘え歪曲に関

する 4 項目の 2 因子 8 項目を尋ねた。

　幼少期から小学生まで・中学生・高校生・現在にお

ける甘え　それぞれの時期における甘えの有無につい

て 3 件法で回答を求めた。甘えがあった人に関しては，

甘えの具体的なエピソード，甘えに対する母親の対応

とそのときの気持ちについて自由記述による回答を求

めた。

　精神的自立・甘えと精神的自立の関係　精神的自立

をしていると思うか，甘えと精神的自立は関係がある

と思うかについて 3 件法で回答を求め，その理由につ

いて自由記述による回答を求めた。

結　果

 1 ．母親に対する甘えと精神的自立との関連

　母親に対する甘えと精神的自立との関係を明らかに

するため，精神的自立を目的変数，母親に対する甘え

と甘え歪曲を説明変数とする順序ロジスティック回帰

分析を行った。その結果，モデル式は有意傾向であっ

たが（χ2
（2）＝5.51，p ＝0.064），説明率は0.02と低かっ

た。次に回帰係数の検定を行ったところ，甘え歪曲は

有意であったが（χ2
（1）＝4.31，p ＝0.038），甘え希求

は有意でなかった（χ2
（1）＝0.01，p ＝0.931）。予測プ

ロファイルを図 4 に示す。図 4 から，甘え歪曲が高い

と精神的自立ができず，甘え歪曲が低いと精神的自立

をするということが読み取れた。

 2 ．甘えが精神的自立に及ぼす影響と理由の検討

　甘え希求，甘え歪曲の得点を用いて K-Means 法に

よるクラスター分析を行った。その結果，4 クラスター

に分類された。表 3 は，各クラスターの平均と標準偏

差である。第 1 クラスターは，甘え希求と甘え歪曲が

平均であったため，MM とした。第 2 クラスターは，

甘え希求が低く甘え歪曲が高かったため，LH とした。

第 3 クラスターは，甘え希求と甘え歪曲がともに低

かったため，LL とした。第 4 クラスターは，甘え希

求と甘え歪曲がともに高かったため，HH とした。

　次に，精神的自立とクラスターについて対応分析を

行った。カテゴリースコアを図 5 に示す。その結果，

LL パターンは精神的自立をしていると思っているこ

と，MM，HH パターンは精神的自立をしていないと

図 4 ．予測プロファイル

表 3 ．各クラスターの平均と標準偏差
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思っていること，LH パターンはどれにも分類されな

いことが示された。

図 5 ．カテゴリースコア

　研究 1 では，精神的に自立していたのは HL であっ

たが，研究 2 の対応分析では，LL が精神的に自立し

ていると思っており，異なる結果が得られた。そこで，

LL が精神的に自立していると思う理由を明らかにす

るため，自由記述の内容を調べた。精神的自立をして

いると思っている理由として，「一人暮らしをしてい

るから」や「甘えていない」，「親に頼らず自分ででき

ている」といった内容が多く見られた。また，甘え希

求が低い理由について，母親の子どもの甘えに対する

対応を検討した。その結果，母親は受容的な対応をす

る一方，子どもの甘えに対して「しぶしぶしてくれた」

や「先回りした対応だった」といったように，子ども

が望んでいないような対応をしていることもあり，対

応の一貫性がなかった。

考　察

　順序ロジスティック回帰分析の結果は，うらみすね

みがないと精神的自立をするという研究 1 の結果は支

持するものの，素直に甘えることで精神的自立をする

という点に関して異なる結果も見られた。この原因と

して，精神的自立の測定方法の違いが考えられる。研

究 1 では心理的自立尺度を用いて測定したが，研

究 2 では直接的に精神的自立について尋ねている。一

般的に，日常的に用いる「甘え」という言葉はあまり

好ましくない状態を示すことが多く（土居，1998），「甘

えていることは自立できていないこと」といった考え

もあるのだろう。実際，精神的自立ができている理由

として，「一人暮らしをしているから」や「親に頼ら

ずに自分で何でも決めている」，「一人で決断できる」

といった内容が多く見られた。一人でやっている，つ

まり「甘えていないから自立できている」といった考

え方が回答に影響したことが考えられる。

　対応分析や自由記述の結果から，甘えに対する母親

の対応が精神的自立に影響していることが示唆され

た。精神的自立をしていると思っている人は，過去に

素直に甘えても望ましい対応をされなかった結果，次

第に自分で行動するようになり，「甘えていないから

自立できている」といった考え方が回答に影響したと

考えられる。精神的自立をしていないと思っている人

は，母親の対応が一貫しないため，母親に対してうら

みすねみがある一方，次は甘やかしてくれるのではな

いかといった希望も捨てられずに甘える気持ちもある

ことから，精神的自立ができていないという評価をし

ているのではないかと考えられる。

　本研究の結果，母親に対して素直に甘えを表現する

こと，母親に対してうらみすねみをもたないこと，母

親が子どもの甘えを一貫して受容することが精神的自

立をする上で重要であることが示唆された。前述の通

り，ひきこもりやニート人口は増加しており，自立へ

の支援は非常に重要である。青年期の自立支援を考え

る際，また彼らの母親に対して心理教育を行う際に，

甘えという視点を取り入れることを始め，本研究の知

見を活かすことができると考える。
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Abstract

　　This study will examine how university students’ Amae toward their mothers affect their psychological 

independence, based on the mothers’ bonding. In Study 1, a questionnaire survey was administered to 89 

undergraduate and graduate school students. As a result, we found that current “mutually-dependent Amae” 

has a positive effect on the “appropriate interpersonal relationships” factor of psychological independence. 

However,“distorted Amae”was found to have a negative effect on the “value judgment and execution” 

factor of psychological independence. In particular, people who honestly express Amae toward their mother 

without feelings of resentment or peevishness are able to be psychologically independent. In addition, 

overprotective bonding by the mother was found to have a negative effect on psychological independence. In 

Study 2, an open-ended questionnaire survey on Amae and psychological independence was administered to 

108 undergraduate and graduate school students. The results suggested that it is critical for mothers to 

provide a consistent positive response to their child’s Amae for the child to develop “independent Amae.” 

Key words: Amae toward their mothers, Psychological Independence, Bonding by the mother 


